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 要  旨 
本研究で開発した「跳ね星」は加速度センサーや音センサー，無線モジュール，フルカラーLED，
赤外線 LED 等の電子機器を内蔵したボールである．このボールはプロジェクターやハイスピー
ドカメラを設置したプレイフィールドで使用することを想定した，ボールの動きと映像，効果音
の連動によってプレイヤーに新たな球技体験を与えるインタラクティブアート作品である． 
ボールを用いたインタラクティブアート作品や電子機器を搭載したボールは他にも存在する
が，跳ね星にはボールを投げる，バウンドさせる，転がすといった「ボールの状態」を特定する
機能，「ボールの位置」を特定する機能，バウンドさせても壊れないといった特徴がある． 
跳ね星の電気回路は 8枚の専用基板によって構成される．基板同士を立体的に組み立てる際に
ネジを使用していないため軽量である．電源としてリチウムイオン二次電池を内蔵しており，充
電することによって繰り返し使用することができる．ボール内部のセンサーの取得した加速度値
と音値によってボール状態を特定し，フルカラーLEDの発光を制御することができる．また，ボ
ールの状態情報は無線通信によって，アプリケーションプログラムが動作する PCに送られる． 
組み上げた基板は球形の殻に固定し，さらに球形のカバーを被せることによって保護する．こ
のカバーはシリコーンゴムを用いたもの，ビニールを用いたもの，ポリプロピレンの板を編み込
んだものなど，複数の素材を検証した． 
跳ね星を使用するフィールドに IRフィルターを装着したカメラを設置し，跳ね星から発する赤
外光を認識することによって，容易にボールの位置を取得することができる．プロジェクターを
用いてフィールドの床に映像を投映し，跳ね星の転がりやバウンドに合わせてグラフィックを表
示することができる． 
跳ね星の状態および位置情報を用いたボールゲームアプリケーションを制作し，展示を行った．
また，ボールの状態特定プログラムの検証も行った． 
今後，このようなインタラクティブ性を持つ跳ね星は，映像や照明，音楽，物体に変化を与え
るきっかけとしてメディアアート作品に応用が広がると考えられる．また，その状態および位置
特定機能と耐衝撃性により，新しいボールエンターテインメントを生み出す可能性を秘めている． 
 
 
